



























（ 1 ）  Jan G. van der Watt, “Salvation in the Gospel according to John”, in: Jan G. van der Watt (ed.), Salvation in the 
New Testament: Perspectives on Soteriology (NTS 121), Leiden, Boston: Brill, 2005, 101-103.






















（ 3 ） Richard N. Soulen and R. Kendall Soulen, Handbook of Biblical Criticism, fourth edition, Louisville, KY: 
Westminster John Knox Press, 2011, 134. 
（ 4 ） David Rhoads, Joanna Dewey, Donald Michie, Mark as Story: An Introduction to the Narrative of a Gospel, 
Minneapolis, MN: Fortress Press, 19821, 20123. 
（ 5 ） 厳密には「現在において可能な限り著者の自筆に近いものとして再構成された本文から得られる思
想」と言うべきであろう。現在再構成された本文が著者の自筆と同一であるという保証はない。
（ 6 ） パウエルは、物語批評によって著者の意図を明らかにすることが可能であると述べる（Mark Allan 
Powell, “Narrative Criticism: The Emergence of a Prominent Reading Strategy,” in: Kelly R. Iverson, 
Christopher W. Skinner, Mark as Story: Retrospect and Prospect, Atlanta: GA: Society of Biblical Literature, 
2011, 19-43, esp. 32）。
（ 7 ） ここで「読者」とは、福音書の同時代から現代までを含めた幅広い読者を想定している。
（ 8 ） スキナーは、物語批評の課題は「内的読者〔implied reader〕はどのようにテキストに応答すべきか」
という問題に対して答えることであると言う（Christopher W. Skinner, “Telling the Story: The Appearance 
and Impact of Mark As Story,” in : Iverson and Skinner, Mark as Story, 12）。





（10） パウエルは、物語批評の中に「著者指向 author-oriented」「テキスト指向 text-oriented」「読者指向
reader-oriented」の三つが混在していると指摘する（Powell, “Narrative Criticism,” 26-42）。
（11） Cf. H. Ito, “The Significance of Jesus’ Utterance in Relation to the Johannine Son of Man: A Speech Act 
























（12） 研究者による違いについては、拙論「ヨハネ福音書 3章で語られる救済思想」27頁、注 15を参照。
（13） James. L. Resseguie, Narrative Criticism of the New Testament: An Introduction, Grand Rapids: Baker 
Academic, 2005参照。
（14） 拙論「ヨハネ福音書 8章の救済思想」54頁および同「ヨハネ福音書 6章の救済思想」50-51頁参照。
（15） マタ 8回、マコ 3回、ルカ 18回、ヨハ 54回、使 10回。
（16） Nestle-Aland, Novum Testamentum Graece, Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 2012.（以下 NA28）
（17） ブラウンはこの部分を「本福音書で最も緊密に編み上げられた部分」と言う（Raymond E. Brown, The 
Gospel According to John. AB29, Garden City, NY: Doubleday, 1966, 376）。
（18） メツガーはこの範囲において 8箇所を指摘しているが、われわれはいずれも翻訳委員会の決定に異議
を唱えるものではないと考える。Bruce M. Metzger, A Textual Commentary on the Greek New Testament, 



















 A   1― 6   状況設定：導入
 B   7―16   イエスと弟子たち
 C 17―19   状況設定：ベタニアの状況
 D1 20―27   イエスとマルタ
 D2 28―32   イエスとマリア
 E1 33―37   ユダヤ人たちの反応 1
 F 38―44   イエスの奇跡
 E2 45―46   ユダヤ人たちの反応 2







（19） Stibbe, John, 122.




















































































































































































































































































3:16; 4:14; 5:21, 40; 6:27）、それがラザロの復活において具体的に示されたことになる。
その意味で、ラザロの復活はヨハネ福音書の救済思想における頂点であると言えよ
う。
（2）イエスの力
　ラザロの復活において、イエスは神に祈ることで奇跡を行う。他の癒しの奇跡では
このようなことはなく、神に祈るのはここが初めてである。祈りの内容からは、神が
イエスの願いを聞き入れていることによって奇跡が行われていると読める。しかしラ
ザロの復活について具体的に願っているわけではない。
　ここでは、イエスが神の力によってあらゆる奇跡が行われていたことが明らかにさ
れる（34）。これは執り成す者としてのイエス像を示しており、後に告別説教において
も示される内容である（14:14）。イエスを信じることによって神への執り成しが行わ
れることが示されており、命を得るためにはイエスへの信仰が重要となる（11:26）。
（3）しるしによる信仰と言葉による信仰
　ラザロ物語においてイエスを信じるのはマルタとユダヤ人たちであるが、その立ち
位置は異なっている。ユダヤ人たちは復活の奇跡の後でイエスを信じたが（11:45）、
マルタは奇跡が行われる前にイエスへの信仰を明らかにした（11:27）。これはしるし
に基づく信仰を低く見て、しるしによらない信仰を重んじるヨハネ福音書の考えに
沿ったものであり、具体的な奇跡を挟んで両者を並べた形となっている。
（4）救いを求めるのは誰か
　11章の奇跡物語においては、ラザロ自身は復活を願っていない。またマリアやマ
ルタも「ラザロを復活させてほしい」と明確には語っていない（35）。奇妙なことに、
誰も頼んでいないのにイエスはラザロを復活させているのである。ヨハネ福音書のい
やしの奇跡においては、親族の依頼（4章）ないし本人との対話（5章、9章）が前
提となっている。11章においてもラザロの親族（マルタとマリア）が出てくるが、
イエスがいてくれたらラザロは死ななかったのに、と述べるにとどまっている。
　これは、救いが一方的に与えられるものであることを示している。それまでの癒し
（34） ヨハ 5:19-21。
（35） マルタとマリアはイエスに人を遣わして、ラザロが病気であることを伝えている（11:3）。しかしそ
こでも「病気をいやしてほしい」とは明示されていない。ただし 5章・9章の奇跡物語では、いやし
の要望がなくてもイエスはいやしを行っており、それらと同じ流れと見なすこともできる（なお 4章
の役人の息子については、はっきりといやしの要求がなされていることにも注意）。
38－　　－
ヨハネ福音書 11章で語られる救済思想
も重い病気であったが、死からの復活はそれらを超える最大の奇跡となる。その奇跡
が、イエスの願いによって本人や周囲の意志を確認せずとも行われることは、イエス
の執り成しの重要性を示している。
（5）救いはどのように行われるか
　ラザロの癒しについて、具体的な方法は何も記されていない。イエスが大声で呼び
かけたのみである（11:43）。声を掛けるのみであるという点で 5章における癒しと共
通している（36）。しかし 9章のような本人の行為は含まれていないし、そもそも死ん
だラザロによる行為は不可能である。生き返るプロセスの詳細は問題とされていない
点で、9章の目の見えない人の癒しと共通している。
　ここはイエスの声そのものが墓の中に届くというイエスの言葉（5:28）が実現して
いる点が重要である。イエスの言葉は文字通り命を与えるものであることが示され
た。イエスの言葉を聞く者はイエスによって命を得られる、という考え（11:25）は
ラザロの復活に限られない。これはイエスの言葉をもはや直接聞くことができないあ
らゆる世代に適用されるものとなる。最大の奇跡は、時間を超えた救済のメッセージ
として示されることになるのである。
4-2）読者への効果
　読者に対するヨハネ福音書 11章の効果には、次のようなものがある。
(1)ラザロの復活物語において、イエスが既に死んだはずの人間を復活させる力を
持っていることが示される。それは世の終末時におけるものではなく、現在にお
ける具体的な救済である。
(2)マルタおよびユダヤ人の例を通して、奇跡によって信じる信仰よりも、イエスの
言葉を通じて信じる信仰が重視されていることが示される。マルタとイエスの対
話はイエスに対する信仰の核心を提示しており、読者もこの信仰へと誘われてい
る。
(3)命を与える者が命を狙われるという緊迫した状況が示され、物語を先に読み進め
る動機を与えられる。
（36） 声をかけるという表現においては、プロローグにおけるロゴス（「言葉」とも訳しうる）との関係も
考えられるが、ロゴスは 1章にのみ用いられる言葉であり、これらの奇跡物語との関係は通常考えら
れないであろう。
39－　　－
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５）結び
　ヨハネ福音書 11章は、ラザロ物語を通して「イエスは命を与える者」という点を
テーマとしている。5章において予告されていた内容の実現として、死をも超えた力
を発揮するイエスを信じる者に、命が与えられる。これは死の恐怖に対する大きな救
済のメッセージである。またここにおいてユダヤ権力者からイエスが排除されようと
していることが明示され、受難物語に至る状況が整備されていく。このように、11
章は前後の物語の展開の中に当てはめて読むことでより理解を深めることができるの
である。
